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論文の内容の要旨
　（序）ファンデルワールスカのみによって結合した希ガスダイマーは，基底状態が常温では不安定であるため，
真空紫外光レーザーの侯補者として研究が盛んに行われている。KrXeイオンについては基底状態の最低エネル
ギーと，他の2つの電子励起状態についての振動構造が測定されている。しかし，KrxeがKrやxeとの混合気体
としてしか得られないので，KrXeからの純粋な情報を抽出する困難さがあって，その他の研究はなされていな
い。本研究では，KrXeからの純粋な情報を抽出する方法として，しきい光電子一光イオン同時計測（TPEPICO）
法を用いている。
（実験）測定は高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所にある放射光施設のビームライン20Aにおいて
行なわれている。特別に作られた高分解能の浸みだし電場型しきい光電子分析器によって得られたしきい光電子
（TPE）の信号と，光イオン（P互）飛行時間分析器によって得られた信号の同時性（Co1ncidence）を取ることによっ
て，ある特定の種（本研究ではKrXe）から放出されたしきい光電子のみによるスペクトル（TPEPlCO）を得て
いる。試料は，KrとXeの混合ガスを超音速ノズルから噴射することにより得ている。
（結果）本研究によって，KrやXe原子の第ユイオン化エネルギー領域にある6つのKrXeイオン電子状態全てにつ
いて，振動スペクトルが観測され，振動定数が求められた。これらのうち4つの振動スペクトルは初めて観測さ
れたものである。また，モース関数を用いてこれらの電子状態のポテンシャル・エネルギー・カーブが描かれた。
　また，本研究のKrxeのスペクトルに重畳するKr・十とxe・Iのαユ／2状態についても，上記と同じ実験方法で詳し
い測定がなされ，この状態が前期解離していることが発見された。一方Ar、ては前期解離を起こしていないこと
も確かめられた。
審査の結果の要旨
　希ガスダイマーは，真空紫外光レーザーの候補として重要な研究テーマである。本研究では，この希ガスダイ
マーの申で，実験の困難さから最も研究が遅れているKrXeの電子状態の研究を行っている。本研究の特徴とし
て，（ユ）しきい光電子一光イオン同時計測（TPEP亙CO）法という比較的新しい測定法を用いていること，（2）研
究対象が作成が困難な異核希ガスダイマーであること，（3）シンクロトロン放射光と高分解能分光器を用いて，
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高分解能の測定を行っていること，等が挙げられる。これらの特徴を生かして，以下の新たな知見を得たものと
して高く評価できる。
（1）KrXeイオンの4つの状態に関連する振動スペクトルが，理論では予言されてはいたが本実験で初めて観測
　　され，その分子定数が得られた。
（2）Kr。’とXe，トのC．1／2状態について，詳しい測定がなされ，この状態が前期解離していることが発見された。
　　一方Arノのこの状態は前期解離を起していないことも確かめられた。
　以上から本論文は博士論文として充分独創性があり，該当分野に大きく寄与するものと思われ，高く評価でき
る。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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